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 強誘電体 LiTaO3 は透過域が広く光損傷耐性が高いため、高パワー短波長光における非線形光学デ

バイス材料に適している。近年開発された MgO(8mol%)添加一致溶融組成 LiTaO3(8%MgO:c-LT)はより

優れた透過波長域と光損傷耐性を持つと期待されるが報告は少ない。我々は、電極装荷前に酸素雰囲

気中アニールを行うことで周期分極反転構造の一様性が改善することを見出し、波板電極を用いた絶縁

液中結晶加熱電圧印加により一様性の高い周期 7.6μm 分極反転構造を作製した[1]。周期分極反転構

造とチャネル導波路の形成により、バルク型よりも高効率波長変換が期待される導波路型擬似位相整合

(QPM)非線形光学デバイスを実現できるが、同結晶への導波路作製に関する報告はない。本研究では、

8%MgO:c-LTにアニールプロトン交換(APE)導波路を作製し、光学実験により評価した。 

 0.5mm
t
 Z-cut 8%MgO:c-LT((株)山寿セラミックス製)の+Z面に Al薄膜マスク(開口幅W=3.5~5.0μm)を

形成し、溶融安息香酸中選択 PE(230°C, 0.75~2.5h)と酸素雰囲気中アニール(360°C, 2h)によりチャネル

導波路(導波路長 L=6.4mm)を作製した。導波路の両端面を研磨後、レンズを用いた端面結合法により

Nd:YAG レーザ光(波長 λ=1.064μm, 異常光)を結合した。導波モード近視野像観察の結果、作製した導

波路は全て単一モード導波路であった。常光の場合、導波モードは観察されなかった。PE 時間が同じと

きマスク開口幅が狭いものほど導波モードサイズは大きくなる傾向が見られ、Z-cut 無添加 LT へ APE 導

波路を作製した際の傾向[2]に近かった。導波モードサイズ(光強度半値全幅)、伝搬損失(ファブリペロー

法[3]により測定)の PE時間依存性(W=5.0μm)を Fig.1に示す。PE時間が長いものほど導波モードサイズ、

伝搬損失は小さくなる傾向が見られた。続いて伝搬損失のアニール時間依存性を調べるため、PE(230°C, 

1.5h)と酸素雰囲気中アニール(360°C, 1~3h)により導波路を作製した。導波モードサイズ、伝搬損失のア

ニール時間依存性(W=5.0μm)を Fig.2 に示す。伝搬損失のアニール時間依存性は単調ではないが、1.5

時間のときに最小の伝搬損失 1.3dB/cmが得られた。この導波路の導波モード近視野像を Fig.3に示す。

導波モードサイズは導波路幅方向 4.8μm、厚さ方向 3.2μmであり、比較的閉じ込めの強い単一モード導

波路が得られた。現在、より低損失な単一モード導波路を得るため PE およびアニール条件の最適化を

行っており、8%MgO:c-LT における APE 導波路特性の解明とともに導波路型 QPM 第 2 高調波発生

(SHG)デバイスへの応用を目指している。 
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